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上場地域における紅芯ダイコンの品質の年次変動および肥大期温度による影響
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要約
上場地域に付加価値の高い新規作自の導入を目的に 中国産のf紅芯大根j の栽培及び普及を検討して
きた.本報告では，連続4年間の栽培結果より，紅芯ダイコンの品贋に及ぼす年次，および温度の影響を
検討した その結果， 2005~2008年を通してみると，紅芯ダイコンの糖度は2007年を除いて，湾首ダ
イコンより約 l度，ポリフェノール含量は2~3倍高かった. 2007年は生青期間である9月， 10丹の気温
が高い上，降水量も少なく，紅芯ダイコン，青首ダイコンともに糖度は最も低かったが，ポリフェノ-)レ
含量は逆に高かった.この結果は温度の影響であるかどうかを確かめるために，自然光グロスチャンパー
を用いて実験したところ，糖度は高温区で低く，低調区では明らかに高かった.しかし，ポリフェノーlレ
合最は襟温区で最も高く，高識や低温ストレスによって増加することはなかった.以上のように，紅芯ダ
イコンの糖度は，低温によって高められ，一方ポリフェノール含量と栽培温度との関係は明瞭で、はなかっ
た.
Summary 
The objective of this research is to introduce Chinese red radish， a new crop with high 
functional value， inUwaba highland area of Saga， Japan. The effects of cultivating conditions 
on the quality of Chinese red radish were investigated trough 2005 to 2008. The sugar 
content (Brix value) in Chinese red radish was about 1 to 1.5% higher， and the polyphenol 
content was about two times compared with those in normal radish. In 2007， during the 
radish swelling， the temperature was higher and the precipitation was lower compared 
with other years. The high temperature was considered to cause low sugar content in both 
Chinese red and normal radish， however， the dry soil condition might contribute to the high 
polyphenol content. In the sunlit chamber experiment， low temperature caused the high sugar 
content， but polyphenol content was not affected by either high or low temperature. 
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1 .背景
近年，全国的な傾向として，農業従事者の高
齢化による耕作地の放棄が増加しており，それ
は平地よりも中山間地域の方が顕著になってい
る 佐賀県北西部の上場地域も例外ではなくう
農業収益は減少する傾向にある.その一方で，
社会では健康や食への関心が高まり，安心，安
全でおいしい，きれいで健康によい農産物の需
要は年々高まっている.したがって，今後の上
場台地における農業を振興していくには，地域
特殊な自然環境条件下でも栽培が可能でありう
その上，消費者の安心，安全な食に対する要望
に応えられるような植物資源を圏内外から探索
し，省力かつ安定的な栽培方法を確立すること
が必要不可欠である.
中国紅芯ダイコンは，華北型の品種の一つ，
丸形で外皮は白，首部は緑，中は赤いものであり，
中間では主に北京以北に栽培されている.秋か
ら冬にかけて出荷されるカラフルなダイコンで，
肉質は撒密で 1::1'くう加熱して食べるには惜しみ
を感じる.中国においては 3 紅芯ダイコンを果
物代わりに生食されるとも言われている.そこ
でうこの紅芯ダイコンを唐津市の上場台地の特
産名物にできないかと考え， 2005年度より佐賀
大学海浜台地生物環境研究センターにおいて栽
培試験を行ったところ，通常の青苦ダイコンと
ほぼ同時期に栽培でき，ダイコンの重さは青首
ダイコンよりかなり小さかったが，糖度および
ポリフェノール含量が高く機能性にi富んでおり，
付加価額の高い食材になりうることが分かつた
( ~I:r元・鄭， 2007) しかし，年度によって品質
が不安定である問題や，栽培環境との関係は未
だ明らかではない.本報告ではう上場地域にお
いて2005年より連続4年間栽培し収穫されたダ
イコンの品質と気象条件との関係，および調度
を変えた場合のダイコン品質について検討した.
2.材料と方法
( 1 )栽培年度の影響
供試品種は紅芯ダイコンの「心里美 j
(2005，2006)および「天安紅心J(2007，2008)， 
および比較として通常の青首ダイコンの「秋晴J
(東北種苗育成)であった.佐賀大学海浜台地
生物環境研究センターの神田実験画場において
2005 ~ 2008年の4カ年栽培した.播種は各年
とも 9月 2~6日の関に行った. tI:¥芽後間引きし，
最終密度は平方メートル当たり約10本とした.
施肥は，元肥として10a当たり窒素3kg，リン
酸およびカリウム各10kgとした.調査は，年度
によって若干異なったが， 11月下旬から12月上
旬の開に行った.その際各品種平均的なものを
5本抜き取り，ダイコンの重さ，糖度およびポリ
フェノール含量について測定を行った.
(2)温度の影響
供試品種は紅芯ダイコンの「天安紅心j のみ
であった.5000分の lアールワグ、ネルポットに
知i土壌を約4kg入れ，化学肥料をポット当たり
N， P， I<く各0.8g混和して， 2009年l月20日
に捕種した 各ポットに種子4，5粒播種し，出
芽E昼間後，ポット当たり l本に間引きした.栽
埼は自然光型グロスチャンパー内で行い，盛/
夜温度は22/150Cに設定した.根部が肥大開
始の2月25日より，ポットを3組に分け，それぞ
れ高温区(昼/夜温度:28/220C)，標温区(間
22/150C)および野外区(間約14.1/6.00C，
枝去木観測データにより処理期間中の自最高/
最低気温の平均値)に分けて育てた.なお， {.史
用できるグロスチャンパーの数量の制限より，
正確な低温区を設定できなかったため， 1更宜上
野外区を低視処理区と表示した.3月19日に各
区より5個体 (5ポット)を収穫し，ダイコンの
重さ，糖度およびポリフェノール含量について
測定を行った.
(3)糖度の測定
採取したダイコンの中央部横断面を輪切りに
切断して得た新鮮な切片を2mm程度の小刻みに
切った.新鮮重5gを平底試験管にとり，それに
5mLの蒸留水を加え，ホモジナイザーで粉砕し
た._t清をろ過しデジタル糖度計 (PR-101，ア
タゴ社製)を用いて測定し，得た値を2倍にして
ダイコンの糖度とした.
(4)ポリフエノ…ル禽量の測定
採取したダイコンの中央部横技庁面を輪切りに
切断して得た新鮮な切片を2mm程度の小刻みに
切った.新鮮重2gをとり，海砂を含む乳鉢に入
れた.5mLのメタノールを加えて磨砕し，上清
をとることを2度行った.集めた上清にメタノー
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lレを加えて10mLに定量し，冷却高速遠心機
(H-9R，コクサン(株)製)を用いて3000rpm
で10分間違心分離した.その後，上清400μ し
を遠心エパポレーター (CVE-200D，東京理化
機械(株)製)にて乾閤した.乾固後， 400μL 
の蒸留水で、再溶解し， 10%フォーリンチオカル
ト液および10%炭酸ナトリウム溶液をそれぞれ
2mしずつ加えて呈色させ， 1時間後，分光光度
計 (U同 1500，日立製)で、765nmのI吸光度を部
定した.スタンダードにはGallicacidを用いう
各処理誌のダイコンのポリフェノール含量を
Gallic acid~EI当選として表示した.
3.結果と考察
( 1 )栽培年度の影響
2005年から2008年の紅芯ダイコン栽培期間
中 (9月上旬~ 11月下旬)の気温(積算撮度)
および降雨量は図]に示した. 2005年および
2007年は高iJftで、あったが， 2008年は低読で、あっ
た.一方昨雨量は2006年は多くう 2007年は少
なかった.特に2007年はダイコン肥大時期に当
たる 10月の気温が異常に高く，降水量が少なく，
いわゆる高温・ ljiz操の気候であった
次に，紅芯ダイコンの品質の年次変動をみる
と(函2)，糖度(BrixfilI)はう 6.2度 (2005)
から2.7度 (2007)まで変動したが， 2007年を
除いては，どの年度も ダイコンより約1度高
積算j患度(OC)
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図1 2005~2008年のダイコン生育期間中の気象の年
次変化(気象庁枝去木観測地のデー タによって作成)
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関2 ダイコンの糠度(Brix値)およびボリフヱノール
合量の年次開変異
かった.また，ポリフェノールは1g新鮮重当た
りでは約650μg(2007)から330μg(2005) 
まで変動し，全実験年において青首ダイコンの2
倍以上であった.また年度別にみると， 2007年
は糖度が低くポリフェノールは高かったがうこ
れはダイコン肥大期の10丹後半以降も気温が異
常に高いーに降水量が少なく非常に乾燥したこ
とが原因ではないかと考えられる.逆に2005
年や2008年では，糖度が最も高かったのは，
2008年は全般的に低温であったこと， 2005年
は総積算温度は高いが，生育後期Lつまりダイ
コン肥大期の温度は比較的低かったことが一因
ではないかと推察される.
一般的に植物が低温ストレスに遭うと糖類が
蓄積される (}I島 2003).またサツマイモ
では低調条件下で肥大した塊根のポリフェノ-
lレ含量が高いことも報告されている(鄭ら，
2008) .しかしながら，本実験ではダイコンの
ポリフェノール含量と温度との間には明瞭な関
係は見られなかった.
(2 )ダイコン肥大期間中の温度の影響
そこで，自然光型グロスチャンパーを使ってラ
ダイコン肥大時の温度を変える実験を行った.
その結果，ダイコンの重さは標識区で最も大き
くう低温区では小きかったが(図3)，糖度は低
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図5 紅芯ダイコンのボリフェノール含量に及ぼす混
度の影響
温では楳温および高温区より明らかに高かった
(図4). また，ポリフェノーJレ含量は標11高温，
低調の)1債に高かった(図5) ダイコンの糖度は
低調で高くなることは，前述の駒場実験でも考
察されるように，一般的に理解されやすい(川
島 2003) .一方，ポリフェノール含最も低温
ストレスで蓄積されやすいと考えられたが(鄭
ら， 2008)，本実験の結果ではう紅芯ダイコン
のポリフェノールの蓄積は温度とは明瞭な関係
がみられなかった.したがって， 2007年度問場
試験においてみられたポリフェノールの蓄積増
加は，温度の影響よりも，乾燥ストレスの影響
ではないかと考えられる.
以上示したようにう唐津地区において紅芯大
根を4年間栽培した結果 品質には年次変動が見
られたものの，全般の生育はよく，この地域は
紅芯ダイコンにとって比較的よい栽培環境であ
るといえる.また，目立った病害は発生しなかっ
たが， 2007年の秋の高温及び乾燥により，普及
栽培現場の版木田Iでは 芯に空洞ができる現象
が一部みられた.また品質的には，通常の青首
大根より明らかに糖度およびポリフェノール含
量が高く，生食される場合味が甘く健康にもよ
いと思われる.
ポリフェノールは体内の活性酸素を消去する
作用により老化防止効果があり，またガン，血
圧降下，心筋疾病の予防効果もあるといわれて
いるので，健康野菜としても消費者に受け入れ
られやすいのではないかと考えられ，販売価額
面でのプラス効果があると思われる(梅田
2001) .今後，紅芯ダイコンを上場地区の特産
品として普及させるためには，こういった紅芯
大根に含まれる機能性物質含量と栽培環境の関
係をより明らかにし，品質安定および向上のた
めの栽培法をさらに確立する必要があると思わ
れる
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